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・「学んで思わざれば則（すなわ）ち罔（くら）し。思うて学ばざれば則ち殆（あや）うし。」 

論語にある言葉で，外からいくら知識を得ても，自分で考えなければ，物事を本当に理解する

ことは出来ない。逆に自分で考えるだけで，外から学ばなければ独断的になってしまう危険が

あるという意味です。高校生活では日々の授業を大切にし，真面目にひたむきな姿勢で勉強

に取り組む生徒。そして学んだ知識を「磨く」（学習で得た知識を基に様々なことを，「自ら考え

る」）生徒であってほしいと思います。 

・「人間関係力」（円滑にコミュニケーションできる力）を伸ばしてほしい。 

そのためには，まず自分の良いところを見つけることです。そして時々自分を褒めること。そ

の上で，クラスの友人や部活動の仲間，お互いを尊重し受け入れ，協力して学校生活を送る経

験を積むことです。 

仲間と力を合わせて過ごす毎日は人間関係力を伸ばすとともに，きっと高校生活を充実させ

てくれるはずです。 

 

この２つのことをお話ししました。新入生の皆さん，岩高ライフを充実したものにしてください。 

 

  

 

 

●4月に着任された先生方です。どうぞよろしくお願いします。 

氏   名 教科等 前  任 

 教頭 三本木中学校 

 教諭・国語 新規採用 

 教諭・英語 新規採用 

 総括主幹（事務次長） 迫桜高校 

 常勤講師・社会 日本ウエルネス宮城 

 非常勤講師・理科 佐沼高校（定） 

 技師（庁務） 鹿島台商業高校 

 

    見えなくても・・・ 

登校坂の途中にある竹林。 

矢内先生が，先日一人で竹林

の清掃をしてくれました。 

古い物も含め，たくさんの空き

缶やペットボトルが捨てられて

いました。 

パッと見，ゴミは草に隠れて見

えないんですが・・・ 

見えないから良いでは，悲しい

ですよね。どうするべきか答え

は分かるはず。皆の通学路で

す。よろしくお願いします。 

宮城県岩出山高等学校 


